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自己紹介
Self Intoroduction
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自己紹介

名前　：　若井 信一郎
所属　：　株式会社ハマヤ  代表取締役 CTO
団体　：　日本CTO協会, SIGYOIT

登壇実績　：Google Cloud Next / 日本CTO協会 / 
Frontend Conference / オープンソースカンファレン
ス /  Word Camp / 大阪府DXセミナー / RPA 
DIGITAL WORLD / GDG DevFest / NFT Meetup な
ど

イベント実績　：　
LINE Things ハッカソン  最多受賞
GFEO(200人規模のイベント )主催
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メディア実績
Media
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メディア
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メディア



7

ＤＸ推進と実績
Promote & Result of DX
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DX推進と実績 Vol.1

デジタルとは…？社内PCは数台のみ。文字通りの ”超アナログ ”！

課題① 電話 / 電卓 / 複写伝票     

／
　メールは不可！注文  / 納期確認…すべて電話！
＼

／
　Excelでの計算？不安なので電卓こそが基本！
＼

／
　発注や納品書は 5枚複写伝票にすべて手書き！
＼

課題② ”むちゃな”要望とおおすぎる ”意見”    

／
　DXに予算はでないよ
＼

／
　システムは嫌い ....
＼

／
　クラウド？セキュリティは大丈夫？
＼

＝ 誰でもかんたんに無料で安全でクラウドで DX
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5760
結果 時間の他にも生まれた、たくさんの効果と副産物！     

時間/年 の削減に成功！様々な工夫で DXを達成！

100以上の様々なアプリ /システム

既存事業部の利益率の向上（ 9% ⇒ 30%）

新規事業の社内利益シェア 30%超え

社内初の手芸ブランド設立

社内DX人材が30%UP

営業利益率が 20%UP

作業時間の75%DOWN

社内の固定コストの 30%DOWN

DX推進と実績 Vol.2
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４つの壁 必ずあらわれる４つの壁

時間がない

DX推進と実績 Vol.3

4DX成功の鍵は つの壁を超える 覚悟

予算がない 効果がでない 不満がでる

● 業務をあらいだす
● 優先順位をつける
● PDCAをまわす

● 方法をあらいだす
● 一度、無料にこだわる
● 諦めずにさがす

● スピードにこだわる
● 効果にこだわる
● ミニマムでためす

● 効果を伝えつづける
● 未来をみせる
● 最後は覚悟ですすむ

覚悟をもって挑めばかならず成果をだすことができる！



DX導入に当たって
よくある質問
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Question & Answer



①従業員の年齢層と、 そのうち何人ほどの従業員がプログラミングレベルの開発をこ
なせるようになったか。

当時は平均年齢は60代、DX人材が0の会社でした。
DXでの改革により、2024年時点では、 IT人材が約4割、DX人材(プログラミングレベル
をこなせる従業員 )が約3割の会社となっております。

②当初DX化に対して、従業員からどのようなご意見があったか。
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.1

DX当初は「 ITを近づけないでほしい」とまで言われ、嫌われておりました。その中
でも1割未満の人は「少しでも興味がある」状態ではあったので、その方がいらっ
しゃる部署から DXを取り入れて、徐々に受け入れてもらいました。現場の方の口
からDXの良さを発信してもらうことで理解者を増やしていきました。



いくつかあげさせていただきますと、「競合調査システム」、「帳票つき合わせシス
テム」、「備品発注システム」などがあります。

④現在、従業員ができる作業の具体例

PCをほとんど触ったことが無い方もいらっしゃいましたので、まずは横について「ダブ
ルクリック」から教えました。 IT業界特有の横文字はほぼ日本語に置き換えて、 (横文
字とセットで )伝えました。
徐々にわかり始める、 (楽しさを覚え始めたタイミング )で、Googleスプレッドシートの関
数やスクリプトなどを教え、生成系 AIを駆使して、一人で作れるレベルまで横について
サポートしました。おおよそ半年〜 1年ほどの期間で一人でアプリを開発できるように
なることが多いです。

③具体的にどのように ITを覚えていったか。
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.2
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.3

競合調査システム（年間 1200時間改善）
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.4

帳票つき合わせシステム （年間720時間改善）
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.5

備品発注システム（年間 344時間改善）



DX人材のほとんどは社内の改善に入っているのですが、一例をあげさせていただき
ますと、40代後半のIT未経験の従業員がDXを学び、左官業のDXに携わりました。ク
ライアントとすり合わせながら、コンサルティングサービス及び勤怠管理システムを納
品を行いました。

⑤中高年社員の方がコンサル事業に携わっている具体例。
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DX導入に当たってよくある質問 Vol.6
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ＤＸ&リスキリング
DX & Re-skiling
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DX & リスキリング Vol.1

今までの経験とノウハウを教育パッケージへ。コミュニティも設立！

DX Dojo 講座とワークショップ形式で人材育成！

● 全8講座でDXの本質をまなぶことが可能
○ DXの定義とは？
○ はじめてのスプレッドシート関数
○ 社内政治とは？
○ 営業スキルをみにつけよう！
○ 簡易アプリをつくってみよう
○ 経営者思考をみにつけよう〜視座を高める〜
○ DXでのブランディングとマーケティング
○ 論理的思考で頭を整理しよう

● DX Dojoコミュニティで仲間とまなびあることが可能
○ Discordでコミュニケーション
○ イベントでのコミュニケーション
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ご清聴ありがとうございました


